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『西昇経』李栄注  

藤  原  高  男  

『造成』洞神部玉訣類に，11世紀の道士碧虚子陳景元の編集に成る『西昇経  

集注』六巻＜推字号＞が収められている。それは，華陽審処玄・句曲徐道遊・  

沖玄子・任真子李栄・劉仁会五家の注を集めたものである。その編集の方針は，  

その序に，  

碧虚子聞異風而悦之，捜造編於戒室，得注解者凡五家。先校取経之是者，   

後寛去注経之非者。集成二篇＜原注日，今作六巻＞，依画架日老子西昇  

経。  

と言うに依って知られる。即ち，先ず経文を校定し，然る後に注の是なるもの  

を選取したと言うのである。従って，この五家の注も，その全文が集録せられ  

ているのではなくて，碧虚子の選取の手が加わり，碧虚子の是とする所のみが  

録せられていることを知らねばならない。斯くて，五家の注を，注家毎に抽出  

することは，輯侠の作業をなすに倖しい，と奮わねばならない。   

その輯侠に侍しい抽出作業を李栄注に就て行なう。それは，杜光度の『道徳  

（1） 眞経應聖義』＜巻五＞に，重玄派の道士として11道士の名が挙げられ，その内  

の一・人が李栄であるからである。この重玄派の垂玄の理論の解明には，成玄英  

の『道徳経義疏』が第一・の資料となるのであるが，他の10道士の著作も参勘せ  

られなければならない。その10道士の著作で完存に近い姿で現存するものは，  

李栄の『道徳経注』に指を屈するが，彼の『西昇経注』も，その大部分が，  

『西昇超集注』に引存するらしい。そこで，李栄の『西昇経注』も輯伏せられ  

なければならない。  

『道戒』洞神部本文類に，『西昇経』三巻＜慕字号＞が収められて居り，北宋  

末の徽宗皇帝の「政和御注」が附せられている。従って，その形式から見れ  

ば，「玉訣頬」に収められて然るべきであるが，この「政和御注」の『西昇経』  

と，『西昇経集注』との経文に異同がある場合は，その何れに従うかを決しな   
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ければならない。その決定のためには，五家の注の解釈を参照すればよい。例  

えば，「西昇華第一・」に，「心知其言，口不能侍。」という経文があり，政和御  

注本は，「心知其音，口不能侍。」に作り，言字と音字との相違がある。経文を  

見るに，その前の句に「磐如知音者識音以絃。」と言うから，音字に作るを是  

とすべきことを知るのであるが，李栄注には「心知音妙，利口不足以宣侍。」  

と言うから，音字に作るを是とすべき確証が得られる。斯くの如く，五家の注  

の解釈に依って用字を推定できる場合は，その根拠とした注の文句を示す。   

同じく「西昇華第一・」に，「告子道要。」という句が存し，政和細注本ほ，  

「告以道要。」に作り，子字と以字との相違がある。第二章以下に於ては，章頭  

に「老子日」三字が冠せられているから，「告子道要。」でもよいはずである  

＜「子二道要ヲ告ゲン。」と訓読する＞。沖玄子が注して「子者謂声公也。」と  

言うのは，子字を支持するものである。然るに，第一・章だけは章頭に「老子  

日」三字を冠していない。更に，この句の前には，「鶉説道徳，列以二篇。」と  

言い，後には，「云追白然。」とあるので，「為二道徳ヲ説キ，列スルニニ篇ヲ  

以テス。告グルニ道要ヲ以テシテ云フ，道ハ自然ナリ。」と解する方が，「為二  

道徳ヲ説キ，列スルニニ篇ヲ以テス。子二道要ヲ告ゲン。ココニ道ハ自然ナ  

リ。」 と解するよりも，文章の続き具合が自然であろう。この以字を用いる方  

は，云字を「老子日」の日宇に相当させるもので，斯くして始めて，第一・章が，  

他章と整斉たる形式を有することとなる。斯くて沖玄子の注がありながら，そ  

れには従わず，政和御注本に従う。斯かる場合は勿論，五家の注のない場合も，  

長文の論証を要するので，その証拠となる文を示すことを略した。  

「天地章第八」に，  

才耕有其智，受教如譜侍。自謂通道構，情裳不能丹。  

という経文がある。政和細注本は，「通道情」を「通其情」に作って，－・字の  

異同があるのみである。この経文に対して，碧虚子は注して，  

才，李劉本作自謂通其辞，情猥不能宣。  

と言う。この校勘の語は，冒頭に才字を置いたが為に，「才耕云々」20字の経  

文を「自謂云々」10字に作る意味であるかの如くであり，字数の半減を気にし  

て始めて，「才耕云々」10字の前半に対するものであるか，「自謂云々」10字の   
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後半に対するものであるかを疑うこととなる。そこで，李栄注を見るに，  

才稗始可侍言，聴慧方能憲法。調士自謂能侍其・言，猥情郡見，未能宣  

寂。  

と言う。「才蹄云々」12字の注に依って，「才痔云々」10字の経文＜前半＞の存  

することを知り，「荊土云々」16字の注に依って，「白謂云々」10字の経文＜後  

半＞の存することを知る。更に経文の後半は，碧虚子の校勘の語の如くに作る  

べきを知る。斯くの如きは，碧虚子の序に「校取経之是者。」と言うものの異  

文に属するもので，李栄注にその証拠を求めて，それを示す。   

李栄注の冒頭に，「西昇者，白菜祖而也。」という一句が存する。「西昇」とい  

う語の定義であることば判然としているのであるが，その定義の「自乗祖廟」  

の意味がわからない。これを「自乗阻西」に改めてみると，その意味が判然と  

する。李栄注には，時に斯かる誤字が存するが，これを対校するテキストが存  

しない。私の意に従って改めるより他に方法がない。斯かる誤字の例は，別に  

証拠を示すことなく改める所があった。   

以上の要領・手続に依って編成・輯伏せられたものが，以下の『西昇経』李  

栄注である。その内容・思想については，別に論究する所がある。  

＜注1＞「重玄派」なる語を用いたのは，私の「老子解重玄派考」＜『洪  

貌文化』第2号，S．36い8．＞を以て囁矢とするようであるが，砂山稔氏は，   

「道教重玄派表徴」＜『集刊東洋学』第43号，S。．55．5．＞に於て，「重玄派を  

老子解に局限するは安当でなく，道教垂玄派として広く用いるべきであ  

る」旨を主張される。しかし，私見に従えば，道教重玄派とすれば，道土  

に局限される。老子解重玄派とすれば，玄宗皇帝・蘇轍の「老子注」をも  

含むことができる。何れが局限された用法であろうか。＜S．57．VIII．14．  

本論考を智鏡院信光浄操大姉に捧げる。＞  

西昇華第一   

（1） 老子西昇．開造竺乾．渋舌先塵．善人売残．  
（：l   西昇者．自発祖西也い開造者．老君迩虚束周．追行西短．格闘道彼土．故云開  
（3）   噂“竺乾者．．西極之国名也．眈舌先生者．謂売上大道い先天而生．故日舌先生．．  
郎老君之別兢也．．夫聖徳廣被一．元所不敵．知能照墳．雌明常昧…髄能起用．錐動   
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而常静．故妙契於名理．善人於燭立．凝湛於尤焉．所謂通常元亀．而元不鳳有  

物常在．在物皆克也．  

不終不始．永存繍晩  

有生故有姶．有死故有終．．造改元死先生．故云不終不死也．艮常不動．自古固  

存也．  

（4）（5） 是以昇就．．道産歴閲．．開合平喜見取．  
自鼓春境．適彼秋方．演暢舌先生之造．成就長存之徳．経途所履．由函谷関．  

粛待遇賓．馬説道徳．列以二篇．  

知機請長存之秘賛．虚應疏靂妙之玄宗．欲使理物蹄虞．人習得邁．列．分也．  

篇．編也．謂簡編焉之‖分薦両巻．．  
（6）  

告以遺棄．．云追白然．  

自然者…内天白性．．外絶因待．清虚玄寂．莫測所由．名日自然．不可以自他分其  

内外小不可以有元定其形質．不可以陰陽定英気象．．不可以因縁究其・根葉．．所謂  

虚尤自然之大道也．．  

行者能得．聞者能書．  

代有封執曲士．滞俗常流．聞云追白然．謂元修蟄．致命行者人造尤由．故以此  

言勘合遵奉．若能瀬埋而習．依教而行．可以成眞．．故云能得．．令間道而行．．行  

皆得畝．以道而言．言皆合理．始日能言．  

知者不言．富者不知．  

理本元富．借言詮理．理眈玄悟．白合志言．故日知者不言．滞教生迷．執言薦  

是．眈不達理．故云言者不知．  

所以富者．．以音相聞．  

相聞仙是通達也小眈其知者不言．言者不知け云何聖人而作玄言．本欲借言以通  

達於理．．而道本元首也．  
（7）  

是以放談．以吉相然．不知道者．以首相煩¶不問不言．．不知所由然．．  

所由然者．本逆理教．最低善悪也．苦塩聖人不言．凡人不問．畳知善悪之罪福．  

最低之邪正．教化開不言之機縁。始知未聞之至理．方可達其所以．．知其所由．  

言之所説．利在於此．   
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響如知音者．識昔以絃．  

音非虚螢．必自絃来．理不精明．終因首席．  

1阜＼ 心知其音“口不能侍．  
心知音妙u利口不足以宣侍．智髄理微．高科焉能以窮究也．  

造深微妙．知者不言．．識者聾悲山抑音内惟．心令口言、言者不知．  

＜校勘記＞1．子．．恭字坂本西昇摩＜以下略稀慕本＞作君．2…租西．原作  

祖而．．3．元．原作元．4．昇．慕本作升小 5．燕．慕本作気．6．以．原作  

子．恭本作以．7“以．慕本無之．乳音．原作言．岩本作者．李発注日．心  

知音妙．  

追採草第ニ   

l】＼ 老子日．「道深甚奥．虚克之淵…子難問説．心不微丹．  
此戒勒也．微．細也．丹．赤也“言深奥之造．虚克之凰．赤心微細．猶尚難知．浮  

意鹿情．如何可了．必須行之以探．信之以篤．可以澄也．  

所以然者何．書不悉言．著経彪文．．畢以相然．子嘗賓之．内念思惟．自然之乱不興  

子期．審別格首再拝．．散開撃之奈何．  

＜校勘記＞1日子叫慕本作君．  

善為章第三   

（1）  

老子乱筆薦番術者．必綴英文．善論達其事者．必通英名．勉而勒之．禅道央．薦正  

無塵．．正自居之．  

未修正道．学究所撃．為尤所為．尚充正可正．有何虚可虚．放言馬正元彪．雅夫  

心欽虚於正．而正白然蹄之．  

（2） 不受於邪．邪燕白去．  
邪者．鵠之外事．不作非道之事．不作非鵠之累．故云‖邪燕自去．  

所謂元薦．追白然助．  

尤虚於正．正自壊之．不受於邪．邪自去之．此是自然之道．而焉福助．  

不善於洞．鬼神避之．不勢於神．受命尤期．  

養生者其身清．修心者其神静．静則不労．清別売染．不労不染．輿道同身．身輿   
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造同．命克期壷．  

無進無退．誰輿薦謀．為是致是．非自然哉“  

此結正也．馬正正蹄．．速邪邪去．此馬是致是也…非自然哉者．言是自然也．  

喜則稽首．今岡命央．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．無．慕本作気．  

慣行章第四   

く1） 老子日．惧而行之．賛而懐之．吾絡遠逝．不期白倉．声音受言誠深．則於閲栴疾棄  
（ご＼  

位．弼虚空閑之室小惜淡息造．壕志守一・．  

清浄克欲．惜淡也．凝想存眞＝息追也．情不流蕩．故日壕志．心充分別．故日守  

極鹿本克¶剖析乙密．．  

虚天象．道健也．言野生思極虚克之髄．窮本際之源也．乙密着．妙埋也．乙之言  

一．密乃語也ル妙埋惟一・．道心惟微．暁了分判．窮理蓋性．故云剖析乙密也．  

離腰妙言．内意不出．  

妙言．玄教也．猷者大無不包．綾者細無不人．研尋大道．窮究幽微．暢此玄宗¶  

通斯教本小唯法是務．克復外想．故云内意不出也．  

詞文萬過．精誠息徹．  

積功於教．玄悟於理．非由散漫．必在構誠．理境璧元…不通境智．照之皆洞．故  

日精誠息徹．  

（3）（4） 行眞蹄身．能通其玄．論究梅之源．故能致神仙．  
＜校勘記＞1．子．慕本作君． 2．致．慕本作辟．李発注日．故日銀志． 3．  

蹄．．原作療．慕本作辟．徐造邁往日．炭素蹄身．4．論．原闘．依慕本而補  

之．  

造象華第五   

（1） 老子日．道象充形端．恍惚亡君存．督如種木未生．不見枝葉根．合食地水火風．四時  
（2）（3） 蒸往縁．無為生者地．来合凝稗監．  
生必由無．故燕薦生地．初凝尚脆．久衆始堅．謂形己大也．   
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（4）（5） 昧異行不等．甘苦辛鹸酸．燕行有多少．強弱果不均．同出異名色．各自生悪因“  
倶資於遭．成受於燕．放言同出．名氏眈別．色類亦殊．放言異名色．其心緒者正  

而善．其識濁者邪而患．立行眈異仙志性不同．故各自生意因．  

従是異性行り而有受形身。  

本性眈殊．馬行亦異．偽善偽悪一．受福随形．六道流特死生．  

（6）（ア）（8）く9） 含養陰陽道．随所侍焉親．生道非一類．一切人非人．  
生化之邁．英数甚多．入日是人．物日非人．萬品不l乱故非一・類吼．  

（10） 本出於虚尤．感激生精神．聾如起昔者．授故事動侍．．宮商角微羽．口気呼吸元．   
授．拾也．侍手拾於級．而音姶替．以口呼吸於蒸．而聾始軋非口元以出艶．因  

絃万能振替．故知口為聾本．手薦音元．況之於物．．非道不生地．．絃謂琴芳撃取．  

口謂簡笛歌論．以此蓼喩也．  

く11） 身口意薦本．造出上首元．本渾在虚静．故日追白賂．  
有生郎具身口意．身口意生…従何而得．必由於道．以馬元首．故日造出上首元．  

此合喩也“  

五音所動揺．．逐輿発色連．．  

前明自然之温．本来措辞．元視克聴．非色非聾．斯乃至至洪源．玄玄妙本．今昔  

受生之後．逐欲縦倍．失虚静之理“喪自然之造．聞五音之揺動け耳逐注焉．見五  

色之育英．目便滞焉．烏有鵠之迷乳．乃蟹色之所留達也．  

散陽以馬明．布類成六根．従是有生死．道連散布分．  

三業薦因．．六虚構染．縁善悪之行ぃ受罪福之身．．流抽三界．往還五迫．一生一・  

死．或苫或柴．天魔不知．放言布分．  

（12）    く13） 去本而就末‖散朴以浜浄．  

散木卜．故言去本．就泉．放言浜浄．失彼眞汲．倫玄俗境。喪敦博之行．競浜薄之  

風也．  

造攣示非常．欲使節其眞．  

＜校勘記＞1．子．芸箋本作君．2い3．5．無．基本作気．．4．．行．原作形仙慕本  

作行．．沖玄子注日．．五味因於五行而生．6“所．原無之．依恭本而補之∴草  

彪玄注日．．随所因寄．各親其・親也． 7い為り原作以篤．依慕本而刑之 8．  

級．親字下．原有壁行注目．倍亦作寄．9．．人．原作一＼．慕本作人．李発注   
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日．物日非人．徐造邁往日．人輿非人．10．．吸．慕本作嶋．11“浄．原作  

静．慕本作浄．劉仁合注日．身口意本浄．克諸垢累．12い而．原作以．慕本  

作而．13‖朴．慕本作撲．  

く1）     生道草第六   

（2） 老子日告子生造本．示子之自然．  
一・無之動．萬類羅生．成以自然薦宗．至造薦本．．而逐未着衆．．原根者希．告而示  

之．令其教本．去玄有累．人彼自然也．  

至於萬物生∴構行相結連．如壊復成．如滅復生．  

因縁輪樽．往遼不絶．如壊復成．死此生後．如滅後生．出幽入明．  

以成五行．陰輿陽井．埴輪欒化．逐馬物椅．吾思是道．本出薪冥．  

是道者．是生死変化之道也．物故有擬．用穿有窮．資造得通．姶能元締．．既本於  

道．故日．本出窃冥．道眈不可思議。有志難酢．不可分凱．春日窃冥．非窃冥也．  

恩不別知．白謂邁生．  

愚者先知．言適爾自生．不由於造．迷本也．  

子先遣限け安知生蛋．  

道限者．洞視元外．照幽微也．人者．有生之蛋也．言迷者達不能知道．近不能知  

身．放言子先遣限安知生蛋．至如知人者智．自知者明．始是智慧明了之人．克  

所不知也，  

天地人物．虚克嚢盈．一従先生．同出異名．  

高夫厚地い人倫物敷．大小愚智‖尤有白爾猫化．一朝皆本虚尤．倶従造生．放言  

臥別性殊名…放言異．受箱者．．蓼喩也．安中出気．答申有整．．虚克中有萬象．  

（3）（4） 是亦本非．在所用正．所字非字．乃知其誠い首典明議．．勿輿愚挙．  
就明師依善友．議得失知是非．徒学外事之可否．不明修身之損益．勿取之群  

小．問以鰊明．．虚勢辟費．終無利益．放言莫輿愚挙．  

子取正教．．勿信邪聴．．  

忘言得理．無為契鼠＝正教也＝有馬累員．逐欲傷性．邪聴也．勿信者．骨坂祝反  

聴．勿邪見邪聴也．  

何以知邪．子薦物傾．何以知凰．不察言情．馬道間道小鳥経閉経‖間不本末．知愚冥   
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冥．  

（51  造“理也．級．教也．冥冥．無明之後．暗而更暗也．薦遺間道者．訪理須連理也．  
（6）  薦絶間緩着．講致須解教也．今下士外不識教．内不達理．不達理．不知本也．不   
識教．不知末也．本末理数．倶悉不軌如盲人暗行．故日英冥．  

但知求福．不知罪嬰．   

不知行正以立功．而反信邪以求福．斯須之福未来．究克之禍巳至．此是為罪之  

所嬰纏也．  

但知養身．不知戟形．   

以有為滋味．愛養此身．生敏之厚．動之死地．不自外来．正由六根∴遇此刑事  

也．  

（7） 姿見之姿．貴養厚敦．忽無就形．知非常生．無履太白．可令永存．有何妙意．乃欲相  
傾．   

人皆去黒之自．出時人明．今言鯉履太白．有何妙意．太白異俗．馬俗所宛．勘令  

混濁．始得長久．意之妙也．其在玄乎．  
くさ）  

父子恩深．不是相聴．  

師資義重．父子恩深．子有不足之軋必須従父之是．弟有不善之行．必須従師  

之善．是政貴之以師父．重之以訓海．聴復之者也．  
（9）（10）  

勿復傲噸．遠近笑人．  

吸噸．謂強染詮諌也．無義之猟．不孝之子．不従父之命．不受師之令．博志於  

上．失子弟之躍．故馬人笑也．今言勿者．威令莫如此也．  

掩窓揚善．君子所宗．  

＜校勘記＞1一．生道．原作造生．慕本作生遺．縫目．告子生道本．2・子．基  

本作君．3日誠．原作識．基本作誠．劉仁合注日．信造斯篤．4・・議．原作  

義．慕本作議．李発注日．議得失．5．．者．原無之．下文云鵠絶間鮭者．6・・  

不達埋．原無此三字．下文云不識教不知末也．7‖太．恭本作大．8・・是小  

原作足．恭本作是．李発注日．子有不是之事．9．吸．7■原有壁行注音叫二二  

字．10。、嘲．下原有埜行往昔慨二字．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



藤  原  高  男  126  

邪正章第七   

く11く2） 老子日．邪教正言．悉應自然．故有凶音．應行種根．  
富人心眈有逆有順．薦行亦有善有志．行己乃爾．数人亦然．坦蕩君子．数人以  

正．改日正言．嫉悪小人．数人焉邪．故云邪教．薦邪．髄不欲邪．而邪自乗．篤  

く3）   正．雅不欲正．而正白楽．報之如此．故日悉應自然．而報邪者以凶應．正者以昔  
應．善悪無濫．．報封不差．猶如種菓随根．各別必然異也．  

く4）  

如有如受．種核見分．．道別於是．言有償眞．偽造養形．眞通巻神．  

動皆合理．薦之正．蓼必帝展．謂之邪．邪是虚腋り放言侶．正是究免．故言眞．眞  

能人妙．所以養神．慣乃是嶽．所以養形．養形者．謂以滋味充身．養神者．謂以  

清浄修心．  

眞神通造．能亡能存．神能飛形．井能移山．形馬灰土．其何識焉．  

形者．生残質擬．本自無知．死為灰土．復何所識．  

耳目華色．馬子留窓．鼻口所書．香味是怨．身薦悩本．痛感寒温．  

有身有患．非薦困蟹色．苦於香味．痛癒寒温．．営為臓本也．  
（5I  

意鳥形凰．愁毒憂悩．吾拘於身．知馬大患．  

身馬寒熱所胤心焉憂愁所毒．唯心輿身．内外倶患．其致云何．．必須外忘於身．  

内灰於心．身心尚忘．何患之有．此勒捨有為也．  

（6） 観古視今山誰能形完．  
達観往古．近視常今 

．焉変化之所流．逐陰陽之所代謝．誰得完存者耳．  

（7） 書尚自首．衰老執年．  
老君託神降逆．尚見衰老．猶自白首．沈俗徒萬境．涼丈奥盛衰．欒化遷移．諺得長  

久．執年¶亦老也．  

書本棄俗．厭離世間．  

有為紛難．人間稜漏．不足可保小厭而棄之り  

抱元守一・．過度神仙．  
くS）  

元一・者．道也．懐追抱徳．存三守一・．位参上聖．来日高仙央．  

子未能守．但坐発官．子能不動．神蛋得安．子能絹飲．蓉事能会．子能無為．知子志  

（g） 堅．今篤子説．露見数陳．散解剖判．最低別分．   
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露見．額示也．数陳．演説也．散解…闘将也．剖判．決断也．縦倍馬償．去欲焉眞．  

慮彼迷方ル未能玄悟．是政分明開説．令知善悪．  

（10）  

子嘗諦受u重造股勤“造焉明出．経篤学先．  

暗者不解求鼠明人姶能修道．道非孤得．必自由経．故知入道之理．軽蔑撃先  

也．  

授輿能行．不揮富貧．教化輿柴．非有疎親什  

道無分別．不以貧富隔絶小不以親疎阻教ル務在行而開化也．  

取輿能行“文典英人．  

聖人虚應．理在合機．．不信不行．何故何授．要在堅心奉法．然後授輿塵文．  

撃爾教爾．．不失造眞．  

爾．汝也．我教於汝＼．汝宜撃之．必得成也．不失造也ト  

＜校勘記＞1…子ル慕本作君．2．邪教正言．原作邪正教言．慕本作邪教正  

喜り李発注日．故日正吉．故云邪教．3‖不．原無之．以意補之．上文云錐不  

欲邪． 4．．如．慕本作粛．劉仁合注日．日如有如愛． 5．惰慕本作煩．6い  

酪．慕本作存．李発注日一．誰得完存． 7．敦．慕本作熱． 8．．守．原作字．緩  

日抱元守一・． 9い解ル慕本作析．10‖般．慕本作因．劉仁禽注日．故須股  

動也．  

天地章第八   

（1） 老子日．．天地興人物．．本管道之元．倶出於太素．虚克之始端．  
丸根本也．太素小清浄潔白之造也．虚充血玄妙非有吼三才雑犬．萬物雑多．莫  

不同以清浄之造薦根元．玄妙之理焉本姶．若非道為端緒．物不得生．同皆如  

此．放言倶乱  

（2） 彷彿之精光．微妙之上玄．替如萬里軋．下有淡流泉．視之甚濁微．徹見底沙難．窃誘  
く3） 而冥界．不知所由賂．亦如終者患．不見其蛮風．浮陰共和合．陽不能額分．過往輿甫  
来．視皆以見前．尚不能了理．安能知亡存．  

過往．過去也．甫■来．未来也．見前．見在也．以天眼智．見未来事．以宿命通．知  

（4）  過去法．以漏壷明．故知見在相．今昏迷之士．蒙蔽之徒．不健三界之皆空．未   
謝一身之倶寂．至於吉凶禍福．生死存亡．都不能知此因縁．如何可了眞遺之   
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妙趣也．  

替如培痘者．不能侍人言、薦聾弾宮敵．英人豊能聞．才痔有翼智．受教如詩風白謂  
（5）  

通其辟．情猥不能宣．  

才痔始可侍言．聡慧方能宣法．調士自謂能侍其言．猥情郡見．未能宣裁．下愚  

白謂玄教巳群．而心暗酪．至理不明也．  

是政失生本．焉能知道元．  

明邁事資於法．識本理由於智．無智故失生本．心時宜建造元．是以滞俗者  

象．辟遺著少“  

＜校勘記＞1…子．慕本作君．2…彷彿．慕本作芳賀．3…終着去．慕本作終  

逝者．而斐行注日．．一本作終着去． 4．．明．原無之．以意補之．上文日．天眼  

智．，宿命通． 5．自謂通其儲情猥不能富．原作自謂通遺構情衷不能丹．慕  

本作白謂通其情情衰不能丹．而陳景元注日．才．李劉本作自謂通其辟情猥  

不能宣．李発注日．荊土自謂能侍其言猥情都見未能喜成．  

行道草第九   

（1） 老子日子若行書遭．常知上慧原．智亦不猫生．皆須封因縁．．  
慧以盟空．智以照有．空有壁照一．理無不洞．故名智慧．然慧原頗徹，智本難窮．  

窮之者．必因於明師．因縁不合．．智慧不起．  

（2） 各有行宿本．命藤之所閲．同道．道得之．同徳．有徳根．  
（3）  

恩智明暗之殊．費膿善意之異．皆由本行．並籍宿命．命有短長．緑有盟倫．必開  

署於往昔．始受報於常今，是以善人同道．．故待避．同徳．得徳根．悪人不同道．  

敵失造．不同徳．失徳根．  

（4）（5） 宿敵不撃阻．今復興失隊．是以故得失．不発於遺文り  
前生之時．不好経線．此宿代不学問也．今身巳釆．又無良師善友．親仁善隣．類  

彼面埼．猶斯鰯壁．信其愚夫．不発経文．放言是以故得失．不発於造文．  

（6〉 貪欲利発酪．受施念恩勤．更以財相厚．不真下窒貧．  
同於上徳．本自虚元．失於至道．多生境港．以発華貴寵薦利．逐則食名．以銭財  

施患焉恩．交相往還．滅貧輿富．放言相凰．曽無少慈慈念審貧．寧有忠蹄眞向  

造也．   
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必復多随意．無所鹿足原．撃不得明師．焉能解疑難．  

狐疑未暢．玄妙不通．要在明師．方能開悟．守憩室死．懸解良難．  

書道如竜毛．誰嘗能明分．  

内銀白然之智．外閑善誘之師．亮毛小物不分．不知大道之原．不講．那解也．  

（7） 上世始以来．所吏如沙凰動則有載劫．自惟甚苦勤．苦学無所畢．乃能明自然．  
馬俗学昔日益．別学有所嬰．為通学者日損．別学無所撃．撃有所撃．則暗於至  

理．撃触所撃．則明於白然．故知自然者．非馬而自然．不焉而自然也．前日勒勤  

修．此文戒志学也．  

く8）（9） 華要蹄英資．塗薬如木板．為通好租首．以知始元端．子嘗無相啓．勿以有相関．  
若能行於無相．則衆妙自閉．必也封在有為．則玄関斯閑．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君¶ 2．．関．恭本作聞． 3．閲．原作聞．経日．命  

線之所閲．4．学問．．恭本作間嬰 5“失．原作世．慕本作失．成玄英道徳経  

義疏引作今復愈失隣．李発注日．又無良師善友親仁善隣． 6．哀．原作衰．  

慕本作哀．李発注日サ曽無少慈懸念妥貧．7．如．原作妙如．恭本無妙字．  

8…木．表本作本．  

重告肇第十   

（1）  

老子日．書重告子．子首諦受．  

鼠遭難明．故以重告．必宜詳審．而奉受之．  

道以無為上．徳以仁馬主．砥以義弟謙．施以恩薦友．意以利薦先．信以傲馬首．  

子欲行道者．以無為馬上．有馬．非道也．子欲立徳者．以仁慈馬主．殺害．非徳  

也．修折旋之躍者．必須在於分義．行之謙退．無義無謙．非超也．鶉施之博者．  

宜隆之於恩叫以恩鳥親友也．不友於恩．非施也．存之於患．先在利人．不利於  

人．非意也．履之於信．定有倣験残党．有名無賛．虚而不倣．非謂信也．能行此  

者．可成道央．  

償世亦有之．錐有以相誘．  

道徳之風．無乎不仁義之化．是虚可行．然別化有洗浄．政有得失．行之者．六徳  

皆具．喪之者．一・造不成．浜偲之時．亦言有其道徳．備於仁義．而不能賛用．倣  

以虚行．妄相誘引．並非長信也．   
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是以知世蒋…華飾以相附．   

不存道徳之計．亦失仁義之眞．唯有虚薄華辟“更相附沸．  

く2）（3） 言彪飛龍前．行在披亀後．  

軽諾急言．言在飛龍前也り無智寡信．行在披亀後也．  

仁義祀信廟。道徳荒亡腐．不以道相椿．反以財相輔u  

稽．至也‖不能央．徳往徳軋以道相室．翻乃以財以貨．更相輔益．志在有為也．  
（4）  

昏如鏡中形．可見不可取．言如饗中應．風牽岩可衆．慣世教若此．如是迷来久．  

鏡中之形．．取之資難．風袋之蟹．衆之非易．饗之輿形．取必不得．軽諾薄行．有  

馬事業．賓知無益．擁俗昏迷．是以白鼠故云小迷来久夫．  

（51 天下之人物．誰猫焉常主．迷迷以相侍．擁持相授乳邪低木人嵐虚無象如有．．自償  
不別炭．烏合利往守．  

邪償．有馬也．人眞．無為也．迷者将欲邪道以求正員．有為而入無為．必克不得  

也．以此各臥是虚空有胤而非展有．自著有馬之償．不識無為之鼠何以得  

然．止残念欲財札．以此相守．逐失無為眞道也．  

非常正復亡．擬盲持自答．如木自出火．遊復白焼腐．  

＜校勘記．＞1．．子…芸某本作乱 2．彪．基本作出．草彪玄注日．言在飛龍之前．  

3．怒．．基本作鷺．．4．衆り原作緒巾而陳景元日．．紹．李劉李本並作衆．章彪玄  

注日．何由可取而緒用乱李発注日．衆之非易．．5．．授．原作受．慕本作授．  

草彪玄注日．因相侍授．劉仁脅注日り以迷授迷．   

（1）  

望辟章第十一・   

（2） 老子已．聖人之辞云．通常以法号軋如有所生者．故日馬自然．限見心焉室臥口則馬心  
言“身銭通風気．昇口風気門．  

限則視見外色．心則動縁前境．ロ眈能宣言語．昇乃通侍風乱此則誰使之然  

（31   耶．．皆不知所以然而然也．気従鼻口．鼻口為風気之門．  
喘息薦宅胤身詣立息端．劉口鼓動札四気時往縁．気別生者死．増減鼠病勤．以是  

生貯臥不如無為安．鯉薦無所行．何縁有答恵‖子不食身形．不興有為怨．五行不相  

姐萬物悉可全．萬物無有常．成者不久完．三光無明冥…天地常照然．  

＜校勘記＞1．翌晩慕本作聖人之辟．2．子．基本作君．3・鼻口．原無之．   
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観語草第十ニ   

（1）  

老子日．親諸次馬造．存神於想思．  

篤行之道多方．修身之途非一．前雌陳化造．乃恐迷者未臥．今親鳥撃之徒．修  

（2）   道之次第．欲得長生不死．唯有存神忠通．息造則智格道合．存神則神輿形同．  
神輿形同．白人清虚之境．智得造合．獣鋸智慧之源．妙果斯成．方焉道也．  
（3）  

造気典三光．念身中所冶．  

道気者．導引也．三光者．身中之三一・神也．修身之道．必須導引和気．令得致  

柔．存三守一・．山不離身小白骨待避．三一之神．化在人身三宮之内．念念不散．  

其神自降ル神降．則眞造成也．  

（4） 彷彿象夢宿．神明忽往来．  
人能念造．追白釆踵之‖若解存神り其神自降．忘情忘級．如夢如宿．彷彿神降．  

岡象得眞．神則出入無方一．故知往来不滞．  
（5）  

†炎泊志無為．念息有想意．自謂定無欲．不知持念異．或気尚應盛小自知尚多事．  

有想新生．異念初起．由細微也．横念薦大．増想成多．紛給有馬．昏惑斯甚．此  

惑尚粗盛也．人間之代．有馬萬境．六情紫者．解途皆染．故日多事．  

事輿則形動．動則外通謀．謀思危之首．危者将不久．不久豚欲衰．衰者将不静．  

無息無慮．則安．有固有謀．則危．安則長存．危則不久．不久別儀天．故日不静．  

以身観璧名．物事難可変．  

身是内也．名是外也．内身猶焉空恨．外名故是虚花．以此而親．身尚不可久存．  

物亦不可久衆．何故．以此一・身．扱縁萬墳．井欲衆前有為．壁色名利．可欲皆衆  

一・身．戒有累．勿合食染也．  

以名蟹栴洗．必薦是所誘．皆坐於貪欲．貪欲薦秋谷．  

饗寛之徒．貪要之輩．亡不以造．白馬秋谷．  

（6）（7） 合着薦大病．習会衆巳久．合食微漸滋．非鍼支所愈．  
貪可無身．放鳥大病．積習生常．故云来久．微微而長．漸漸而進．白微至著．従  

小至大〃患生於内帖病室膏盲仙難可求救駄．故非鍼灸所癒．  

遼身意所欲．清浄而自守．  

食焉重病．救所不除．今欲除之．共用何造．但能無欲．而食自除．若能忘身．而   
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書斯造。唯清唯静．守道守眞．端坐敵乱倫然絶累也．  

大聖之所行．不慕人所主．  

小人所履．耳目注於璧色．心意住於貪欲．反以此薦病．不得成造．大聖所以行．  

清虚無欲．心不主於有為．故無人間之累也．  

有常可使無“無常可使有．．  

俗人之所慕．但倉名利．唯求情欲．志在於有．不肯於無．今聖人肉迫心識．外絶  

名蟹u非有非無．能無能有り不有能有．可使有辟於無．不無而無．可使無蹄於  

有．無蹄於有．無有不成．有踵於無．有無不滅．或際或顧．変化自在也．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．恩温．原無之．前文日存神恩遇．後文日存  

神則神輿形同．3．輿．慕本作和．4い彷彿け慕本作穿酪．5．傾．慕本作  

淡．徐造邁往日．喉首作憺． 6．滋．原作済一．慕本作滋．徐遭遇注日．滋益  

也．7，愈．原作可愈∴慕本無可字．徐退避注巾日非鍼支所瘡癒也．李発注  

日．非鍼灸所癒．徐道邁往日．．愈晋作癒．  

経誠章第十三   

（1）（2） 老子日．経誠所言．法義所推．赫赫興盛．不如妙徽．  
尋踵誠所言．依法義推究．清酒費盛．戯赫高門．寵極則辱狙．来往則哀集．常嬰  

得失．而患興衰．不如使道白安．含最善見．温不枯柘．進不発華．遭遇木偏之  

閲‖放腐市朝之際．存妙微質朴吼  

（3）（4） 賓不如虚．数不如希¶邪多卒験．疾不如遅．興者必廟．盛者必衰．．聖人絶智．而焉無  
（5）  

鵠．言無所言．行無所施．執能知此‖偶不如奇．．多不如寡．執賢難随．執仁難可ひ其義  

少依け  

無為之行難行．不二之心少悟．誰有賢名之士．仁善之人．能以可於心．而随英  

行．仁賢尚鳥難可．蒙昧故非易行．是故知幽玄妙義．少能依者也．．  

能知無知町道之枢機．  

若能随不言之教．依天馬之埋．自然悟造．智無不知け銀無所不知．而帥無知．能  

忘於知り待道枢機．今昔得者．得道要妙．  

（6） 空虚滅無．何用仙瓶，大道暁蕩．無不利国．  
玄而速．放言購．平而夷．放言蕩い控御一・切．放言制也．包羅萬有．放言国也．   
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（7）            （＄） 若能明之所是反非．  
若能明之於大迫至理．無不通悟之於暁蕩．塵累無不浄．則知従来小見．曹日俗  

情．所尊者非善．所是者非是也．  

経書審諦．執知能追．  

審諦．炭質也．夷心則照之於寂路．虚／己別達之於道風．波間見於枢機．絶是非  

於暁蕩．．此薦玄妙之数．眞資之言．而迷俗逐欲者多．忘情者少．誰能随之．  

＜校勘記．＞1．子．慕本作君．2．妙微．慕本作微妙． 3．猟．原作茂．慕本  

作邪．徐道邁往日．邪教正言悉應自然． 4．験．原作兎．慕本作晩．徐遭遇  

注目．稽鬼祈神多有卒験… 5．．馬．慕本作所為．6．空虚滅無．原作空滅成  

無小慕本作空虚滅無。陳景元注日．徐李劉本作空虚滅無＝何用仙瓶．徐造邁  

往日．空虚滅無り 7．署．茶本作子．李発注日．箸能明之於大道至理．8．  

所是．原作長所“慕本作所是．李発注臥所走者非是也小  

深妙筆第十四   

日）（2） 老子日．造言深妙．経誠乙密．天地物類．生背後一・．．  
（3）  

絶慮薦深．不測薦炒．乙者．玄也．密着．徹也．経法深濠．誠律玄徽．所説之言．  

極薦幽奥．皆云。天地人物”倶従道生．信而有徹也。  

子能明之．馬知慮賛‖  

明之髄解．一馬物本．知物従丁・生乳烏鷺也．言不従－・生者．馬鹿也．  

子若不照小額之不別．  

我非汝乱．若不能照了．．我難解示汝．亦不能分別．  

子志於有い無為所疾．馬有所嬰．億我無畢∩  
（4） （5）  

若能志在無風．別儀然諾道．如心存有欲．以此嬰綾．千億萬戟．烏有鳥紫縛．無  

由了畢．  

（6） 造言微探．．子未能瓢．振取於略．誠慣勿失．  
玄章秘典‖未可具明．．突放要略．唯嘗順従経戒．拾悪徒善．出有人無．終始常  

行．英令差失．謂連座也．  

先損諸欲．勿合意逸．閑居静慮．精思索蚤．   

無夢即是閑居．安心便馬静虚．専情乃日精思．洗心名馬新宝．   
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丹書萬巻．不如守一．経非不達．終有虚賛〃言有必無”子未能別．言無必有．子未能  

決．  

上言虚賓…其在此乎．言無必有．此乃虚焉驚也．言有必無．此乃穿薦虚也．穿而  

馬鹿．．子常未能分別．虚而馬賓．子亦未能決了…能決能了小知穿知虚．．既達於  

経．自保於造．  

但常按行．次栄次滅．  

但可依按経法．．奉而行之．先拾於鼠．次忘於善．先破有飲．次滅無籍．有馬無為  

並．忘．著書若悉皆混．念念欲起．次次蕩除．  

け）（8） 通有眞償．福有昔凶．罪有公私．明有繊密“占往知釆．不如朴質．  
達於過去．占往也．明於未来．知釆也．難有智慧．終始皆知．而多敗“必有赦軌  

唯常存之朴素．敦之質眞．可以立身．可以事君。可以養親．可以成造．勤修也．  

＜校勘記＞1“子．．慕本作君．2．誠“原作戒．慕本作誠．李発注日．誠律玄  

微．3．乙．原作一・仙経云乙密“下文云密着微也．4．倫．原作情． 5．如  

心．原作恕．上文云．若能志在無馬，6．讃∴慕本作鼠．7．有．原作者．基  

本作有．上文云罪有公私．8．朴．慕本作模．  

虚無章第十五   

（1）（2） 老子日．虚無生自然．自然生造．．造生天い天生地小地盤萬物．  
此謂有俊之物也ル自上生下．次第相生也．  

（3） 萬物抱一而成．得微妙化生．  
天地人物並皆抱眞一之造．受微妙之気．所以方得化生．是知一・気者．萬物之本  

也．  

（4） 人有長久之賛．ネ能守也．而欲益啓発乱是謂去本．．生天地之道也．  
＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．．造生天天生地地盤萬物．原作道生一・一・生．  

萬物．慕本作造生山一生天地天地生萬物．．陳景元注日．徐李劉本並作造生  

天天生地地盤萬物． 3．化生．原作気化．慕本作気化．陳景元注日．李本作  

化生．4．欲益．慕本作益欲．   
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恍惚革第十六   

く1） 老子日．虚無恍惚．道之根．萬物共本．道之元．  
至本空寂．．名日虚無“虚無即非空寂．有無不定．栴之恍惚．云虚無生自然．自然  

生遺．故知虚無肴．此師道之根本．萬物得生．皆由於道．是知道残物之本元也．  

（2） 在己不亡．．我獣焉．  
道着物之元り気着生之本．．失道刑死．喪気別亡．若也不亡．聖人獣然不説。今之  

廣説至言．大数妙教“而教具養気抱遣ぃ復本辟根．人若納気於内．抱造於懐．水  

火之所不能災．生死之所不能宥．長存人造．端坐成長．得意忘言…故云獣焉．知  

而不獣．乃失之也．  

＜校勘記：＞1．子．．慕本作君．2．亡．原作忘‖慕本作亡．奉彪玄注日“不滅  

不亡．李発注日け若也不亡．  

生置章第十七   

（2） 老子日．生我於虚．．置我於敵．生我者神‖殺我者心．  
形不自生．得神始生．身不自殺．由心故殺．心不残忍．足可長存也．  

天心意者．我之所患也．我郎無心．我何知乎．   

心有分別之知．．能造有為之過．過成患我．是賛由心．若也忘心無知．自首無患．  

（2） 念我来生時．無有身也．直以噴気衆血ル成我身耳．我身乃神之車也．神之合也．神之  
（3） 主人也．  

身能戟神．神能衆人叫故日車也．身能容神。神以身馬屋．故云舎也“白外来寄於  

身．故云主人也．  

主人安静．神如居之．躁動．神郎去之．  

車牢．始能裁物．舎静．方可安人．馬主．眈也誼詳作．客何能久住．必須堅守於   

身．而神自乗之．浮洗於心．神自正之．内外安静．神白居之．若身有染磯．心復  

躁動．神如離人．故云去之．  

（4） 是以聖人無常心者．欲辟初賂．反未生也．  
愛染罪垢り躁競有為．是常人流俗之心也．聖人清浄捕欲．無常俗之心也．有心  

者逐末．人於生死．無心者反本．編於農道．無復生死也．   
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人未生時．豊有身乎．．無身嘗何憂乎．常何欲哉．   

己生之後…方可有粗末生之前．理無身也巾有身．則百憂競起．五欲寧興．無＝臥  

則萬累都捕．千愁井乱尚無有身之患．豊有身外之災．．  

故外其身存其神者u精耀留也．道徳－・合．．輿道通也．   

菅生之士．撃道之人．必須外忘於身、不得多養於味．先宜内存於神．志之於造．   

恍惚精微．智慧自蹄．精彩光明∴撫不照了．放言精耀留．若得智慧止．乃格道徳  

一合．均之無徳．契以虚温．放言輿造通也．   

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．耳‖慕本作爾．3．人．慕本無之．李粂琵  

日．．故云主人也り 4．反．慕本作返．李発注日．反本館於眞造．  

為道草第十八   

く1） 老子日．．古之馬遺著．．莫不由白賂．   
古昔修道之士．皆由有白然道徳．清虚無欲．来待軒数．而自然．修道無有不由  

自然也．若強馬之．則不然灸．  

故其道常然央ひ強然之小鮒不然免．   

凝情合道．無欲全眞．行之有常．常得白然之乱若外不立行．内不修心．強令為  

之．道終不得．  
（2）  

未何故乱以其有思念故輿造反免是以袋帯之乳在英用者．虚欝有無．方囲大  

小．長短靡狭．聴人所鵠．不興人挙り   

変．排安．衛．管笛也．変能出鼠笛能出撃．皆悉無心．任人所室臥．気之大小．智  

之長短．若方若臥或廣成狭．従人所為造．不興人事．此蓼喩庖．  

善人在於天下．皆如菓笛乎．非輿萬物交宇．其徳常蹄焉“以其・虚空無欲故也．   

此合喩也。善行君子．立徳淑人外則輿物無敵．内則無欲謙虚．徳自辟身．追啓  

在己也．  

欲者凶事之根．無者天地之原．．英知其根．英知其原．   

有欲則傷身．故云凶事之級無欲則脅迫〃故云天地之原．而凡情迷乱．蒙昧無  

知．不知有欲是凶音之楓．不知無欲為福善之原．故暁示也‖  

（3）（4） 聖人者．去欲人無．以輔其身也岬   
く校勘記＞1．子．慕本作君．2．哉．慕本無之．3．欲．慕本下有而字．   
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4．也．原侠也下諸家注．政美知李発注存否．  

色身章第十九   

老子日．人骨以聾色滋味．馬上柴．不知整色滋味．禍之大横．故聖人不欲．以蹄無欲  

也．   

＜校勘記＞ 此章経注．原併侠之．以慕本補経．  

造虚章第二十   

（1） 老子日．通計．虚無之物．苦慮而鵠賓．無而烏有也．天者受一風，蕩蕩而致晴嵐下．  
（2） 化生於萬物小而形各異焉．．  
虚而焉賛．無而烏有．郎是虚無之中．能判三才．而生萬物．三才有象．放言貢乳  

萬■物有形．放言有サ馨大明小．既言天受一風．是知物棄元和．天放蕩蕩清高．無  

心分別．不失於一・㊥人亦須勤勤強志．綺浄無為け不失於道也．気雄是一．形乃不  

同．放言各異也．  

（3）（4）（5） 是以聖人者．知道徳混沌．玄妙同也．亦知天地清静．骨守一也．．故輿天同心而無知．  
輿追同身而無燈小而後天迫盛失．以制志意．而還思慮者也．  

161   

輿天同心．心慮分別．輿道同身．身鎌形胤将天合徳．共追発展．是名天道盛  

央．何以得同天道之盛．制心意無意深．速思慮去繁想．姶可得失．  

（7） 去而不可う象．留而不可追．達者出於無極之外．不能窮之．近在於己．人不見之．是以  
君子終日不祝不敵．不言不食．内知而抱玄．  

懐造君子．．紙聡明絶視聴．慌言語不華綺L節飲食断滋味．虚心玄党．故日内知．  

不失微妙．群之抱玄．  

夫欲視亦無所見．欲聴亦無所聞．欲言亦無所道．飲食亦無所阻  

悟萬境骨空．心帥倶静．  

（8） 懐伯寂哉．不可得而味也り復蹄於細物．  
躁競浮動．輪樽有為之内．1炎伯寂哉．後節無物之道．  

（9）（10） 若常能措辞無薦．気自復也．反於来生．而無身也．  

内外無染．故日清浄．惜神息慮．是日無為．合気於浜．反於来生．髄同白然．而  

無其身也．   
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（11） 無為老身．形骸全也．天地充賓．長保年也．  
無為養身．無事安人．功格四表．道盗六虚．此謂充茸也．修身者年命長．埋固着  

鼎昨遠．此長保年也．  

＜校勘記＞1．社章名鑑有也．原侠経注．以慕本補綴．2．従天者誼異焉．  

原侠経．以恭本補之． 3．者．恭本無之．4．妙．慕本無之．5．天．恭本  

作天地．6u天．原作人．脛日．輿天同心．7．之．慕本作也．経下文日．人  

不見之．8．．†剰自．基本作淡泊．尊慮玄注目．憐憫寂然．李発注日．倹伯叔  

哉．9．気．原作無．慕本作気．李発注日．合気於漠．経下文徐道遜注日．和  

気巳復．10．反．恭本作返．李発注日．反於来生．11．骸．基本作髄．徐道  

邁往日．形骸保全．  

哀人草第二十一・   

（1） 老子日．人真人．不如哀身．哀身．不如愛神．愛神．不如含神．  
雄愛於神．而未免勢役．猶嬰患審．不及含神．含神者．外則不執不敵．内則無思  

無慮．内外清浄．神自席之．不出於身．故日食神．  

含神．不如守身  

神灘至妙．仇不自立．要託於身．方能邁用．今但含神．不守於身．身敗形離．神  

無所寄．欲神長存．先須守身．守身者．必静必清．同道同徳．通幽洞微．則輿虚  

極不二．存三守一・．乃共眞神合契也．  

守身．長久長存也．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．  

神生章第二十こ   

く1） 老子日．神生形．形成神．形不得神．不能自生．神不得形．不能自成．形神食同．吏相  
生吏相成．神常愛人．人不変神．   

神眈託人．亦欲人不死．人乃資神．亦須神不離．不離．必須修身清心．能修之  

者．始是愛神．今人多核濁．不骨修身．身眈不修．是不変神也．  

（2） 故絶望棄知．辟無知也．  
聖人無名．名眈無臭．復何所絶．大智君恩．智乃如愚．郎是無知．復何所棄．今   
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言棄絶．謂聖有功名之累．智有分別之磯．分別者螢心．杓名者損身．身心若損．  

形離神散．此是不変於神．不守於身．有為失道也．勒令棄名絶慮．以蹄無知．此  

是愛神也．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君叫 2．従故絶詑知也九字．慕本無之．  

常安寧第二十三   

（1） 老子日．聖人常安．輿天地倶安．而鬼神通．  
聖人内造心識．外喪形骸．典冥寂合其眞．虚玄同異憾．陰陽之所不能欒．盛衰  

之所不能移．玄徳常静．故日常安．共天地均其覆載．鬼神斉其正眞．包大納細．  

通幽洞微．無屯否之期．絶困窮之日．故日．輿天地合其徳．鬼神将来舎也．  

衆人皆安其・所不安．郎不安央．蓋天道減盈満．補虚空．毀強盛．益衰弱．損息凰．辟  

く2）く3）（4）く5） 童蒙”塞邪智．聖人之朴也．是以天下尚孝．可謂養母．常能愛隠．身乃長久．  

事親者．以孝鵠先け修身者．以道徳本．孝子善養．揚名於後代．学者能修成員而  

不死．養神存道．故日愛母．身輿道同．故日長久．  

＜校勘記＞1．子．恭本作君． 2．智∴幕本作知． 3．朴．慕本作模．4．  

孝u原作存．慕本作孝．李発注日．以孝焉先． 5．長久．原作久長．慕本作長  

久．劉仁愈注日．神安則長久．李発注日．故日長久．  

身心章第二十四   

（1） 老子日．身之虚也．而萬物至．心之無也．而和気踪．書巻身者．戒身於身ル而不出也．  
蔵人於人．而不見也．故君子之拾．必先死於囲．眈死不亡ゆ英国盛也．民不敢散．更  

復充也．  

死．拾忘也．修身之者．髄郎身無身．郎人無人．忘身而身存．埋園之者．髄同虚  

寂．穂並太空．兼忘天下．故云．必先死於閻．眈亡於［乳在宥天下．薄斌軽佑．．  

兆人安楽．故云．臨死不亡．共闘盛也．政化太平．．人不流亡．故日不敵．国賓人  

富．積粟足泉．故日復充。  

若能知常．施行反吼衆人歓楽．用生生也．動而失之．藩命如．  

衆人用有生之命．持以生身．放情極欲．以馬歓楽．而有害命傷身．上眈失造．下  

亦失身．故云．動而失之．薄命喝也．   
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夫天下大物哉．甚綿綿也．冥冥混沌．不可知也．知之者去之．欲之者離之．近之者  

達之．  

使智求之．而不得．故日去之．以欲取之．而不得．故日離之．不可以残敵．故目  

途之．  

是以聖人非託於天下．亦非託於鬼神．亦非託於萬物．常以虚馬身．亦以無為心．  

託．謂因仮払聖人所以待避者．朗不因於天下．幽不仮於鬼神．外無頼於萬物．．  

常以虚薦身．亦以無為心．而自然成道．人苦心忘有事．志在虚無．錐不欲成道．  

而追白成也．  

此両者．同謂之無身之身．無心之心．可謂守神．  

両者．虚無也．以虚馬身．此乃無身之身．以無為心．此乃無心之心．無心之心．  

則無心．無身之身．則無身．至無身心．是謂守神．雌日守神．可以虚無．故神自  

蹄之．故日守神．  

守神玄通．．是謂道同．  

能以虚無守神．神通虚無之妙．身同於大道之髄．故日玄通也．  

＜校勘記＞1．．子．慕本作君．  

無忠孝第二十五   

（1） （2）  

老子日．．智士無恩無慮之攣．常空虚無為．悟静修其形髄．而萬物育焉．  

無智之者．必含有欲．有智之士．未肯無為．是以滞凡庸．少能婦道．聖人助成．  

意在虚空．故日有智之士．勿多生息鳳．好焉攣詐．常須空彼我．端寂無為．身不  

躁競．馬借．心無浮動．烏静．内外措辞．是修其形髄．於物無書．残物所養．故日  

育焉．  

愛着貪天下之珍．以快其情．  

積思慮．好詭許．逐欲不止．萬境速攻．薦攣．夫難得之貨．是天下之珍．懐貪無  

已縦欲暢心．禽色荒臥此快其情也．情快於前．政敗於後．必然之理．的如可  

見ひ散歩下文．以示之也．  

（3） 然後軍兵四起．禍生於内．薗動乱者．而民螢疲也．  
此造済物．以文柔遠．百姓日用而不知．萬図自然而歓泰．少私寡欲．貴粟膿金．  

俗楽家安．柴和碓拾．此無為之化也．若嘩情極欲．曹淫好勝．四郊多事．五兵動   
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（4）   作．塵超粛塔．禍生於内也．君眈昏乱．臣不忠正．威動乱也．征役不止．困於樽  
輸．人螢疲也．  

天国以民島本．民努去者．国立廟灸．   

焉図之本．．要在安人人安則逸．人危則乳逸別人居．勢別人去．囲之興也．尭  

在於人．人眈去焉．是知囲廟．理乱由造．興廃在人．以道愛人．天長地久央．  

所謂出其無極之賛．入賊利斧戟也．  

安着．無為之迫也．賊軋有為之兵也．我無為而人白化．此用無為之造也．若不  

用無焉之道．是出其無極之資．如用有馬之兵也．兵能書物．日費千金．甚於鋒  

刃．故云．人賊利斧戟也．  

是以聖人無為無事．．欲安英国民也．  

不貪欲．故無為．不好兵．故無事．貪欲別人損．戦伐別人勢．無為無事．不抜不  

勢．盲姓安寧小聖人之化也．  

故日．子能知一・．萬事畢．   

無為用造．知一也．功成事逐．事畢也．内明．蓮於至造．知一‥也．行成徳就．従因  

謹果．得於眞造．事畢也．  

無心徳留…而鬼神伏央．  

聖人無心．不起貪欲．造在於己．徳止於身．故日留也．用通則造流退避．懐穂別  

徳被幽明．眈番人之所蹄依．亦馬鬼神之所伏従也．   

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．無．恭本無之．尊慮玄注日．故日無息無慮  

之欒1臥 3．草兵．慕本作兵草．4．塵．費之誤乎．費俗作盈．  

我命章第二十六   

（1） 老子日．我命在我．不屈天地．   
天地無私任物白化藷之長短．畳使之哉．但由人行有善有意．故命有窮通．若   

能存之以迫．納之以気．気磨別命不絶．追在則詩白長．故云不屈天地．  

我不視不聴不知．神不出身．輿造同久．   

不視．故不鵠色所盲．不聴．故不為葦所聾．不知．故不焉智所困．絶聾色而清   

浄．去分別而無象、神不離人．故云不出於身．身絡神合．命輿造同．故云長久．  

所言不屈天地．英行如是．逐輿追同．   
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吾輿天地．分一気而治．自守根本也．  

萬物倶資於大乱．三才同索於一・気．而人骨逐末．逐重傷生．老君守本．故能成  

温．若能法聖人而篤行巾虚梅自然．可致也．  

非放衆人行数非行仁義．非行忠信．非行恭敬．非行愛欲∴萬物郎利釆．  

鵠善必近各．焉窓必近刑．聖人遠之刑各．故不撃衆人行替．仁者殺身以成人．  

義者裁非而正己い聖人修生故不殺．亡邪故無正‖非行仁義也．忠信者．．道之華．  

聖人棄撃取資．不行忠信也．孝非天性．感興至誠．心狼貌恭．故非妙行．所以不  

行．欲焉凶禍之楓．愛是煩悩之汲．愛欲在己．身尚不安．如何待遇．聖人晴静．  

非行愛欲也．於物無吾．物利白釆．  
（2）  

常炎竹自無為．大道編也．  

上文行書．及至愛欲．皆是有為之事也．老君懐道抱観．惜締無為．常行此行．逐  

得成嵐．放云大道厨也．  

牧神人無光．聖人無名ル  

＜校勘記＞1小子り慕本作君．2．傾伯．慕本作淡泊．  

兵者章第二十七   

（1）（2）（3） 老子日．夫兵曹天下之大凶事也．非図之安．資之者而不用也仙用之者．動有亡国失  
民之患也．  

克定禍乱．義賓由兵．以慈用之．其・戦白勝．然兵眈主殺．殺馬凶事．非国費也．  

好生志殺．．重来愛人．無為戟兵．鵠隠密也ル故云．賓之者不用．用之者動有亡威  

失人之凰．此是凶之大也．  

（4） 是以聖人憤微妙抱質朴．而不敢有馬輿天下交寧焉．  

存之要道．懐微妙也．無失浄風．抱質朴也．無為去兵．息於機戦伐．不興天下交  

挙兵．  

（5I 離有猛獣．不能撼鳳雛有蜂嘉島蛇．不能費鳳雛有兵升、不能審也．  
心存正温．行移質朴．恕己及物小内無害心．雄有外毒．不能加也．  

＜校勘記＞1．．子．慕本作君．2．夫．慕本無之． 3．大．恭本無之．経下文  

李発注日小此是凶之大也． 4小質朴．慕本作撲質． 5．櫨．恭本作按．   
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柔弱章第二十八   

（1）（2） 老子日．．天下柔弱．慕過於一風．気莫柔弱於遷∴道之所以柔弱者．包裏天地．男穿萬  
く3） 物い夫柔之生剛．弱之生賂．両天下莫能知其根本．所以従生者乎．．是政有以無薦母．  
無以虚薦母．．虚以道為母．自然者．道之根本也．  

凡物有形．必白無生．故以無為母．元無所有．以有有．故逐乃有無．無本空虚．  

起無見者．従虚而狙．故以鹿島隠．虚眈空央．何能遅行．通而不塗．必由於道．  

故以道焉曙．道者非無非有．非賓非虚．不束不急．不始不終．非物使之．非人所  

造小不知所以．祝日自然．道眈自然而軋自然師道之根本．此名無能生有．次第  

互生．欲結前能行柔弱．則以生剛強也．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．．一・．．慕本無之．3．以．慕本無之．  

民之章第二十九   

（1）（2） 老子日．民之所以軽命早終着“民自今之耳．非天地殴．鬼神各．以共有知．以其形動  
故也．是政無有生有．無形生形．．何況於成事而敗之乎．人欲長久．断情去欲．心意以  

索．命馬反蹄之．  

縦欲傷身．噺情益詔．絶有馬之想．．内外都姦．心意以索1軋年非外情．命在己  

身．故日反蹄之。  

形神合札．固能長久…  

魂離於人．．則身死．神格形合．別命長也．  

＜校勘記＞1．子．恭本作君．2．耳．慕本作爾．  

天下章第三十   

（1） 老子日．人雄在天下．合意莫在天下．人離在団．令恵美在団．人難在郷．合意実在  

郷．人雄在家．合意実在家．神髄在身．令神莫在身．是謂通人．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．  

意微章第三十一   

（1）（2） 老子日．患生不意．禍生私微．   
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患以累身い禍鵠被風．意不以馬患．而患己来．私不以馬禍．而禍白鼠．人知在  

生．資長禍患小終日戒慨．仇虚構来．況公然行悪．如何可■免．是以君子慣薇．薦  

之於未有也．  

善生於恵．．利生於審．大盤於小．難生於易．  

天下難事．．必作於易．  

高生於下．．  

九重之墓．起於盛土．．  

遠生於近．．  

千里之行．始於足下．  

外生於内一．  

由軋故有外也．  

安生於晩．  

因卑以至尊也．  

動生於安．．  

因静而有動也．  

盛生於衰．  

熟極則寒h  

陰生於陽．  

静梅則熱〃  

是政有無之相生．虚庶之相成．  

有生於無．無生於有．故田淵生．虚者陰也．安着陽也．熱極寒許．成虚也．櫛極  

躁虚．成賢也．故日相成．  

是以有蹄有．．無蹄無也．  

＜校勘記＞1．子．恭本作君．2．私原作線．慕本作線．陳景元注日．練．李  

劉本作私．李発注日叫私不以馬手臥沖玄子注日．練別本作私誤也．  

在道草第三十ニ   

（1） 老子日．人在道中．迫在人中．  
道則大無不包．人別非道不生．故知人在道中也．造有細無不人物無不在．是   
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知遇在人中也．  

魚在水中．水在魚中．道去人死．水乾魚終．  

此蓼喩也．魚之於水．猶人之於造．造在別人存．造去別人亡．水有則魚生．水銀  

則魚死．人必須蹄遺．魚定常掘水．故日．人相造乎道．魚相法平水．水之輿造．  

人之輿魚．不可暫失央．  

く2）（3） 故聖人自知．反蹄来生．指棄情督．絶除憂思．  
自知者．不可息須失造也．反辟来生．抱守於本．相乗僑著．去泰去甚．絶除憂  

思．無欲無愁．以道賞心．何憂之有．  

是政形隠神留．天下踵焉．  

凝神九重．放言形隠け道在聖徳．故日神留．旋風而至．慕造而猟．萬方朝蓮見．天  

下辟焉．  

（4） 無為無事．国賓民富．保通番常．是謂玄同．  

法令滋彰．盗賊多有．不用許智．名目無為．不飾兵曳．名目無事．不以有馬焼  

物．常以無事安仁．任用賢哲．百姓繁昌．園茸．却被定席．以事桑田．財足穀多．  

故云民富．守於眞正．故云保造．因循日新．是日畜常．保道得温．畜常得常．達  

於常道．故日英同也．  

く校勘記＞1．子．恭本作君．2．反∴慕本作返．3．低慕本作騎．4．  

畜．慕本作蓄．  

有観章第三十三   

（1〉 老子日．有固着．其根深也．  
以道薦根．所得深央．  

天地覆戟．萬物畜馨り金玉重賓．不槙留也．  

夫有固着．宜以造島根．徳薦本．徳無不被．造無不通．馬天地之所覆載．保其清  

寧．萬物之所養育．牡其長久．不須積衆金玉．而金玉自然留止也．  

天外天地者．有天地．外其身者．而轟命存也．  

外．道志也．用之有為．而天下先行造之徳．而天下嵐放言有也．以生烏有．愛  

養傷生．故其身亡也．能忘於身．身将道合．毒命無権．故其身存也．  

是以君子善人之所不善。番人之所不喜．楽人之所不発．鳥人之所不烏．信人之所不   
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信．行人之所不行．是以道徳備夫．．  

室撃之士．撃人之所不能嬰．立行之者．鳥人之所不能馬．焉輿不鳥．皆烏．撃輿  

不拳．皆螢．教無不達．理無不通．故日道徳備央“細而言之．常俗小人．所好者  

有馬．懐造君子．所好者無為．此善人之所不善也．人骨悦於聾色．我濁悦於無  

蟹無色．此書人之所不審也。人骨愛於名利．我弼忘於名利．此楽人之所不発  

也．人骨作憎愛．我弼作不憎不変．此鳥人之所不焉也．人骨信邪．我猫信正．此  

信人之所不信也．人骨行惑．我燭行書．此行人之所不行也．造輿俗反．忘遺功  

高．事無不軌故云備央．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．  

骨有事第三十四   

（1） 老子日．．造非猫在我∴萬物皆有之．萬物不白知追白居之．衆人皆待神而生．不自知  
神自生也．君有禎施於百姓．百姓不白知受君之徳也．是政聖人裁神於内．脱不出  

也．  

脱．寂也．軽躁之徒．其神白離．聖人法道．安静無為．神不離身．寂然在内．故云  

不出也‖  

守其母．其手金．  

保道守楓．守其母也．於身無害¶英子全也．  

（2）（3）（4） 而民蛾盛．．保其薗也．玄虚構充．詣命長也…人能従知天地萬物．而不自知其所由生．  
反命蹄本．是大不知也．  

有壷之中．人最焉智．測之於景り親之於天．察之於地∴適之物理∴陳有不知．是  

隙箆静．而不知身由追生．蹄根反本．而守患至死．信命将終．是大不知也．  

＜校勘記＞1．．子け慕本作君．2．而．慕本無之．3．鼠恭本作受．．沖玄子  

注日．藩命長久也．4．徒．慕本作臥尊慮玄注日．我都無知．  

治身章第三十五   

（1〉 老子日．治身之追．先隠天地．静居萬物之始．  
修身之理．必先忘於形．形有眈忘．都無所見．此隈於天地也．然後息心踪本．居  

於萬物之始也．   
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未墾人通玄元．湿気息．以守其・身．俗人以情愛貪欲．以守其身．此両者。同有物．而  

守其身．共通徳各異焉．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．  

道徳章第三十六   

（1）（2） 老子日．．道徳天地。水火萬物．高山深淵け各有所掃之．   
道徳是幽微之理．天地巳下．是有形之事．有象之物．猶各有所辟．喩無形之造．  

若能無心去欲．追亦常自然而至…  

（3） 天道非欲於虚．虚自蹄之．徳非欲於神．神白蹄之．   
道眈虚無．徳亦神妙．虚無神妙．必完措辞．而人若能虚心無身．自然辟道．抱神  

守妙．自然婦徳也．  

天非欲於清．清白露之．地非欲於濁．濁白餅之．綴非欲於水．水自辟之．燥非欲於  

火火自辟之り萬物非欲見於形．形自見之．高山大繹．非欲於飛鳥虎狼．飛鳥虎狼．  

白来辟之深淵河海．非欲於魚髄蚊龍．魚篭蚊龍．白米露之．人能虚空無為．非欲  

於造．追白蹄之．由此観之．物性豊非自然哉．   

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．之．慕本無之．3り於．慕本作馬．経日．徳  

非欲於神．  

善意章第三十七   

く1） 老子日＝百姓行書者．我不知也．行悪者．我不知1軋行忠信者我不知也．   
聖人蓮慈悲之意．開化導之九成合拾悪業而建善因“去虚妄而行忠信．．而迷途   

難暁．失路不蹄．各随生業．任共振倒．不能虚忘罪福．競盤善悪．行書者致賞．   

行悪者被刑．忠信者則是賢臣」謁詭者便為狂賊．並由行有善感．而名有是非．   

本是衆生所為．非望入所知者也．此薦棟数事至自悟．放言不知耳．  

是以積善善気重．積悪意気至．  
（2） 

（3）  前以椎法語日不知．．任彼恩情．恐恵根来粗放将此賓教．股勤暁示．善不墳“不  
（4）   

足以成名．悪不積．不足以滅身．故知積善善至．．積悪悉来．瞭然非虚．倍如影  

雪軌．明言此者．心欲拾意轟善也．  

是政聖人言．我懐天下之始．復守天下之母．而萬物益宗．以活其身．   
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我懐天下之始．抱造也．復守天下之母．含徳也．道徳在内∴馬人所尊．故日益  

宗．物能蹄道．道能臍物．人物得存．故云以活其身．  

吾忠常不知．安能知彼行書怠焉．  

聖人内忘於身．則無人無我．故云書意常不知．外忘於物．亦無善無感．彼此並  

皆都忘．何能知彼之行書恵也．  

積善．神明輔成．天道猶祐於善人．  

＜校勘記＞1．子．恭本作君．2．彼．原作被． 3．股．原作動． 4．如．原  

作之．  

寂意筆算三十八   

（1）（2）く3） 老子日け書道懐伯寂．意死者生静．而復命也．生生積浸潤。滋拘留滞．  
静心息意．以道生生．故日生生．造流不絶．久潤於身．故云瘡浸．玄津法水．是  

謂滋汚．流注己身有擬．故名滞．薦追所止．故云留也．  

玄冒清治．元気包之．  

息意有為．而生自存．静心辟造．而命自復．以能蹄遺．烏道所覆．故日玄官．蛋  

液流潤．故日清拾．人之受生．本線元気．愛精保気．気不離人．人得気生．馬気  

所裏．故日包之．  

其根益探．乃四囲．中無心．故能致萬物精華．  

玄退所覆．元気所包．造遠気長．故日英根益探．探根寧極り身外則存．四大不  

毀．乃云四臥忘情虚己．内外清浄．湛然空寂．名日無心．身心眈忘．絶諸群有．  

契虚無之境．得雪冥之精．故日致萬物精撃也．  

（4） 無極之物．自然来蹄之．以其空虚無欲故也．  
有形之物．並薦盛悪．無極之物．是日精華．無権精撃．是残品造．来辟己．何以  

致然．皆由清静空虚．所以自然而生臭．  

＜校勘記＞1．子．慕本作君．2．・快伯．恭本作淡泊．3．拘．原作酌．慕本  

作汚．李発注日．是謂滋拘．4．故．原作固．慕本作故．李発注日．由清静空  

虚所以自然而生臭   
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戒示章第三十九   

く1）  

老子日．．者．吾重告爾．舌先生者．書之身也．．今将返神．遽乎無名．  

無名者．是寂墳之常道也．随機導物．徒眞起應．名残降徳．化縁眈息．撮蓮鋸  

本．故日返神．来則於無象而示有象．遼則白有名而返無名．故日還於無名．  

（2） 絶身滅有．綿綿若存．  
息化去應．名日絶身滅有．法身不動．眞造凝然．是日綿綿若存．  

吾今逝央．亦返一原．  

逝．往也．老君従来往西．．故云逝央．民法無－・．正造唯一・．従来而来．遊辟於造．  

是亦返一層夷．  

忽焉不見．斯須館金光炎．五色玄黄．  

斯須．俄頃也．．老君神妙不測．迫力自然．於有能不有．．別忽焉不見け不有而能  

有．則放光五色‖映照十方．示以神攣者．令以戒受也．  

（3） 書出中庭．．叩頭日．頗神人．復一＼昆．授以－・要．得以守元．郎仰視親懸身坐空中．．去  
地数十丈．其状金人．存亡恍惚〟老少無常．  

良顧眈嬰．玄聖非違．仰視天上．郎観老君．端坐虚空．．去地高遡．容儀非彼略  

首，形状純是金身．或無或有．故云存亡恍惚．非大非小．故日老少無常．  

日，音量誠爾．爾其守焉．  
（4）  

再数妙法．救命保造．  

除垢止念．静心守一・．  

有為紛累．人間稜濁．浪生分別．妄起愛憎．皆染汗人．成稗日垢．制情忍色．達  

有通無．並悉蕩之．放言除也．意無所紫．故云止念．内外弗著．放鳥静心り凝神  

於追．．用志不分．故名守一・．  

衆垢除〃萬事畢．  

百恵錆日除．萬善具日華、  

（5）（6） （7） 書道之要也．誠克郎隙．  
前請抱元守一・こ誠以除垢止念．．邪念息．正業興．可以成長．可以禅道．可以理  

家．可以化成．事無不可．故云畢．玄元應物．本在政人．人依数行．理無不磨．物  

臍人度．徳克化給．．遊形入寂．故云隠．   
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藤  原  高  男  150  

喜不知所之叫泣沸追慕．退官託疾．  

聖肺入妙．実測所之．仰徳．放流沸思慕．去於有事．蹄以無為．故寄稀託疾也．  

棄念守一．萬事華美．．  

奉戒在心．依経立行．吏不外縁．是名守一・．有累之塵旺盛．無為眞追白鼠．智浦  

徳充…萬行常備．故云畢夷．   

＜校勘記＞1．．子．慕本作君．2．署．原作長．慕本作常．沖玄子温．李発注  

倶日．綿綿若存．3．視け慕本無之．李発注日．仰視天上餌観老君．4…敷．  

原作数．以意改之．5．也．原無之．依慕本而補之．6．誠小原作誠警．慕本  

作誠．7．郎．慕本作復．   
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